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あらま し　本稿で は，同一の イベ ン トを異な る視点で 撮影した 同
一シーン を検出する た め の領域別照合手法の検討結

果に つ い て 報告する．近年では，大量に蓄積されたニ ュ
ー

ス 映像を内容 に基づ い て 扱 う技術が必要 とな っ て い る．本

稿で は その 中でも ， 同
一シーン検出手法に 注 目する．本手法では，映像 を人物領域と背景領域に 分割 し， それぞれ の

領域同士を独立に照合 し，その結果を統合する．撮影視点の 違い に 対応するため，領域同士の 照合では，それぞれ の

領域の 性質に 応 じて，撮影視点 の 違 い に 頑健な特徴を用 い る．人物領域の 照合 に は ，特徴点の不均一性パ ターン を用

い ，背景領域の照合 には，色ヒ ス トグラム特徴を用 い る．実際に放送 された ニ ュ
ー

ス 映像 で 同
一

シ
ー

ン検出実験 を行

い ，提案手法の 有効性を確認し た．

キーワー ド　同
一

シーン検出 ， 撮影視点の 違 い ，領域別照合，ニ ュ
ース映像
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Abstract　In　this　paper，
　we 　report 　a　study 　on 　region −based　matching 丘）r　detecting　scene 　duplicates　from　news

videos ．　 Scene　duplicates　are 　videos 　taking　the　 same 　event 　from　different　perspectives．　 Recently，　technology　to

deal　with 　the　large　amount 　of 　news 　videos 　based　on 　their　cQntents 　is　needed ．　 Among 　them
，
　we 　are 　focusing　on

the　scene 　duplicate　detection　problem ．　 The　proposed 　method 且rst 　segments 　a 　video 　into　the　background　and 　the

person　region ，
　and 　then　each 　region 　is　matched 　independently，　and 丘nally 　the　results 　are 　integrated、　 In　order 　to

dea1　with 　the　different　perspectives，
　the　regions 　are 　matched 　with 　the　5eatures　that　 are 　robust 　against 　the　different

perspectives　according 　to　the　nature 　of　each 　region ．　 Tb　match 　the　person　regions ，　the　proposed 　method 　uses 　the

pattern　non −uniformity 　of　the　feature　points．　 Meanwhile，　to　match 　the　background　region ，　the　proposed　method

uses 　the　color　histogram 　feature．　 We 　conducted 　scene 　duplicate　detection　experiments 　using 　actual 　news 　v 玉deos．

From　the　res111ts
，
　we 　con 丘rmed 　the　effectiveness 　of 　the　proposed 　method ．

Key 　words 　Scene　dup］icate　detect亘on ，　difference　of　perspective，　region −based　matching
，
　news 　video
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1． は じ め に

　近年，記憶装置や 通信技術の 発達 に よ り、放送 映像を 大量 に

蓄積 で き る よ う にな っ た，放送映像 に は，ス ポ
ー

ツ，ドラマ ，

バ ラエ テ ィ，アニ メ
ー

シ ョ ン など，さ ま ざ まな種類が ある，そ

の 中で も，ニ ュ
ー

ス 映像は実世 界 の 出来 事 を記録 して お り，資

料的観点 か ら価 値 が高い ．ニ ュ
ース 映像を資料 と して 活用 する

ために は，大量に 蓄えたニ ュ
ー

ス 映像を 内容 に基づ い て扱う技

術が 必要 とな る．本研究で は、そ の よ うな技術の 中で も，映像

の near −duphcate を検 出す る技術 に 注 目す る．　 Near−duplicate

とは，同
一

の ある 時点 ・場所で 起こ っ た 実世界の 出来事 （イ ベ

ン ト〕を撮影 した 映像 また は、同 じ対 象 を撮影 した 映像の こ

とで あ り，ニ ュ
ース 映像の構造化 ［1］などに 利用で きる．また

near −duplicateは，以 下の 3 種類に 分け られ る ［2］．

　（1） Strict　near −duplicate：同一の イベ ン トを 同 じ撮影視

点で撮影 した映像の こ と．図 1に示すように，編集，字幕制作

な どに よ る 違い が あり得 る が，撮影視点は 同 じで あ る．

　（2） Object　duplicate：同 じ撮影対象に つ い て，異 な るイ

ベ ン トを撮影 した 映像の こ と．図 2 に 示すように，同 じ撮影対

象を，同じ場所で，異 な る時 刻 に撮 影 した 映像 の こ とで あ り，

撮影視 点の 違い があ り得 る，

　（3 ） Scene　duplicate：同 じイ ベ ン トを異な る 撮影 視 点 か ら

撮影 した 映像の こ と．図 3 に示す よ うに，同 じ場面 を同 じ時刻

に，異 な る視点か ら撮影 した 映像で ある．また，撮影時刻が 同

じ で ある が，異な る テ レ ビ番組 に 利 用 され る こ とか ら，放送 さ

れ る部 分が異 なる こ と も多い ．

　本研究で は，これ らの 中で も （1） と （3）の 検 出を 目指す．（1）

と （3）は あ る 1 つ の イベ ン トを撮影 した映像で ある．ニ ュ
ー

ス 映像 で は，ある 1つ の イベ ン トに関す る ニ ュ
ースで も，放送

局 ご とに使 われ る映 像 が 異 な っ た り，報 道の 仕方が異 な る場合

が ある．こ の よ うに，ニ ュ
ー

ス 映像 は放 送局 ご とに 多 様 なた め，

（1） と （3） を検 出 で きれ ば， あ る 1 つ の イベ ン トを様 々な 視

点の ニ ュ
ー

ス 映像か ら理解す る こ とが 可能 にな る．

　以 降，2 で 関 連 研究 を紹 介 し，3 で は提案手法につ い て 述べ

る．そ して ，4 で 評価実験 に つ い て 述 べ ，そ の 結 果 に つ い て 考

察する．最後に 5 で本報告を ま とめ る，

2． 関 連 研 究

　Near−duplicateの 中 で も，同一
の イ ベ ン トを 同 じ撮 影視 点 で

撮影 した （1）を対象 とす る研 究 と して は，長時間の 映像から

短時間の 既知の 映像を 高速 に検出す る こ とを 目的 と した柏 野 ら

の 研 究 ［3］や，繰 り返 し複製されたり，加工 されたりした映像

を 検出す る こ とを 目的 とした Law −To らの 研究〔4］が あ る．

　全 て の near −duplicateを 区別 せ ず に検出す る研究 と して，

Ngo らの研 究［5］や，　Zhang らの研 究 ［6】が挙げ られ る．これ ら

の 研 究 は，撮 影視点の 違い に 頑 健な 特徴量 を 用 い る こ と に よ っ

て、撮影視点の 異な る （2）や （3） の 検 出 を可 能 として い る．

　撮 影 時刻 が 異 な る （2） と （3）を 区別 し，同
一

の イベ ン トを

撮影した （1）と （3）を検出するこ とを 目的と した 研究 と して，

瀧本 らの 研 究 ［7］や 武 らの 研究 ［2］があ る．瀧本 らは，映像中の

図 1Strict 　near −dupEicate の例

図 2　0bject 　duplicate の 例

巒

國 3　Scene　duplicateの 例

図 4　人 物 の 特徴 点が 少 な い 晩像 ［2］

フ ラ ッ シ ュ 光を利用 した検出手法を提 案 して い る．しか し，こ

の 手法 は，フ ラ ッ シ ュ の 発 生に 依存す る た め，フ ラ ッ シ ュ が映 っ

てい ない 映像は検出で きない ．武 らは，映像中の 人物の 特徴点

の不 均
一
性パ ターンに基づ い て （1） と 〔3）を検出する手法を

提案 して い る．この 特徴点の 不均
一

性パ ター
ン は，人物 の 動 き

の 緩 急 を表 す 特徴 で あ る．人 物 の 動 きの 緩 急 は，撮 影 視点 の 違

い に 頑健で あり，また，同 じ 撮影対象で も撮影時刻に よ っ て 変

化す る．したが っ て，撮影時刻の 異な る （2） と （3） を 区別 し

て検出する こ とがで き る．しか しこ の 手法は，図 4 に 示すよう

な，背景に 特徴点が集まり，人物に 特徴点が少な くなる 映像 は

検出で きな い ．背景 に 特 徴点 が 集 まる の は ， 背 景 に 文字や絵が

ある よ うな場合で ある，こ の ようなニ ュ
ー

ス 映像は，記者会見

映像 な どで た びた び見 られ る の で，実 際の ニ ュ
ース映像か らの

検 出 に は こ の 問題 の解 決 が必 要 で あ る．

3． 提 案 手 法

　前節で述べ た内容を ふ まえ，本稿で は，strict 　near −duplicate

と scene 　duplicateを 合わ せ て 同
一

シ ーン と呼び，ニ ュ
ース 映

像か ら同
一

シ
ー

ン を検出する 手法を 提案す る．

　3．1 手法の 概要

　提案手法の 流れ を図 5 に示す．まず，入力され た 2つ の シ ョ ッ

トを，それ ぞれ人 物領 域 と背 景領域に 分割す る．そ し て，領域

一76．
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図 5　提案 手法の 流れ

毎の 照合結果 を統合す る こ とで ，入力シ ョ ッ ト間の 類似度を計

算 す る，最後に，類似度の しきい 値に基づき，入力された シ ョ ッ

ト同士 が 同
一

シ
ー

ンか ど うか を判別す る．人物 領域の 照合に は，

人物 の 特徴点の 不均一
性パ ター

ン ［2｝を用い る．こ の特徴 は人

物の 動きの 緩急を表し，撮影視点の 違い に 頑健で ある．また，
こ の 特徴によ っ て，objec 七duplicate，つ ま り，同 じ撮影 対 象か

つ 異 な る イベ ン トを撮影 した映 像 が対 応 付 け られ ない よ うに す

る．また ， 人物の 動 きの 緩急の みで は，動 きの緩急 は似 て い て

も，映像的な見た目が大 き く異 な る 映像 は区別で きない ．そ こ

で，背景領 域の 照合に は，色 ヒ ス トグラム 特徴を用 い る．こ の

特徴は 、撮影視点の違 い に頑健 で あ り，映像的な見た 目が 大 き

く異 な る映 像を 区別す る こ とが で き る．また ， 領域分割をす る

こ とに よ り， 特徴点 が 背景 に集ま るよ うな映像で も，それ ぞれ

の 領域が互い に 影響されず，独立 して 照 合 され る よ うに する．

　3．2 領 域 分 割

　入力シ ョ ッ トの 領域分割 方 法 に つ い て 説明する．以降，入力

され た シ ョ ッ トの 最初の フ レ
ー

ム を入力 フ レーム と呼 ぶ．まず，

図 6（a ）に 示 す よ うに，入 力 フ レーム か ら顔を検出す る．顔検

出手 法 と して は，Haar−like特徴を 利 用 した高 速 なオ ブジ ェ ク

ト検出手法 ［8］　［9］な どが 挙 げ られ る．本論文で は ，こ の よ うな

手法を用い て フ レーム か ら顔領 域を 精度良く抽出で きる もの と

仮定す る．こ の 仮定の 下，以下では人手 で顔領域を切 り出 して

実験 に 用い た．次に，図 6（b）に 示すよ うに，検出さ れ た顔 の

横 幅 に 基 づい て，入力フ レーム を横 に 3 分割す る．中央の 領域

を人 物候補領域 とし，左 右の 領域を背景候補領域 とす る．最後

に、入力フ レ
ー

ム の分割結果 を 入 力シ ョッ トの 全て の フ レー
ム

に適用 し，シ ョッ トを人物候補領域 と背 景 候補 領 域 に分割 す る．

一77一
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（a ）顔検出結果
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　　　 （b）人物領域 の抽 出

ゆ

盥醐 口
　 　 贊景鍛壌 　　人秘鎖 墳 　　　鷲嚢鎖職

　 　　 　 　〔c ）中心領域の 切り出 し

図 6 領 域 分 割

　ニ ュ
ー

ス 映像 には ， 各番組が独自の テ ロ ッ プな どを挿入 す る

場合が 多々ある．こ の ようなテ ロ ッ プは，照 合の 妨げに な る．

そ こ で，図 6（c）に示す よ うに，人物候補領 域 と背景候補領域

に 分割 した シ ョ ッ トか ら ， テ ロ ッ プ が挿入 される可能性が低い

中心 領域 を切り出 し、照合に 用 い る．切 り出 され た 中心領域の

中央部分を人物領域，左 右を背景領域 とす る．

　3．3　領域別の 個別照 合

　3．3．1　人物領域の 照合

　人物領域の照合は ， 人 物の動 きの 緩急を表す映像中の 人物の

特 徴点の 不均
一

性パ タ
ー

ン に 基 づ く同
一

シ
ー

ン の 検出手法 ［2］
に よ り行 う．こ の 手 法 の 処 理 は 大き く分ける と，
　 （1）

　 （2）

算出

　 （3 ）

KLT トラ ッ カ ［10】に よ る特徴点検出 ・追跡

各特徴点軌跡か らの inconsistencyと discontinUityの

シ ョ ッ ト間 の 類 似度 計 算

か らな る．

　まず，KLT トラ ッ カに よ り，入力され た シ ョッ トか ら特徴点

を 検出 ・追跡 し，特徴点の軌 跡を複数得る，

　次に，各特徴点軌跡か ら inconsistency ［11］を計算 す る．　 In−

consistency は 時空 間画 像 P ＝（乱 ，
Py

，
Pt）内の 点 の 周 囲 に お

ける ピ クセ ル 値の 動 き の 不 均
一

性 を 解析す る手法 で あ り，フ

レーム ごとに 算出す る．ある特徴点での x ，y ，tそれ ぞれ の 方向

に 関する輝度差分を ▽ P ＝ （瑪 ，Py，Pt）と し，これ を その 周 囲

7 ［pixels】× 7 ［pixels］× 3 ［frames］の 領 域内の 全て の ピ クセル

に 関し て 求め て合計 し，行列 M と M °

を求め る．こ こ で ， 行

列 M と M °

は式 （1）と 式 （2）の よ うに定 義さ れ る．

M ＝

Σ P3　Σ P ・ P ， Σ P ．P ・

Σ P
・
Px Σ P 　 Σ P

，
Pt

ΣP ・P ・ Σ P ・Pv Σ梓

溜 一隣
Σ P・Py

Σ P ］

（1）

（2）
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行列 M の 固 有 値を λ1 ，λ2 ，λ3 （λ、 ≧ λ2 ≧ λ3） と し，行 列

M ◇

の 固有 値 を 将，λ婁（λ曾≧ λs） とす る と，inconsistency

は，式 （3）を 用 い て ［O，
　1］の 間の 連 続 的 な実数 と し て 求め る こ

とが で き る．

　 　 　 　 　 　 　 　 λ2
・λ3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　Inconsistency＝
　　　　　　　　 λ宝

・λs

実際の シ ョッ トに お け る，あ る特 徴点 に 関 す る inconsistency

の 変化 を 図 7 に示 す．Inconsistencyは，特徴点の 動き の 緩急

を表 す．値が大 きい フ レ
ー

ム は，特 徴点 の 動 きの 向きや速度が

大き く変化す る フ レーム を表 し，逆 に 値 が小 さい フ レ
ーム は，

動きの 向 きや 速度が
一

定である フ レームを 表す．

　次 に ，求め た inconsistencyを 基に，　discontinuityを 計算

する ．Discontinuityとは，シ ョッ ト間の 照合に 用い る もの で．

diScontinuity が 1 とな る フ レ
ーム に 関 して，シ ョ ッ ト間の incon −

sistency の類似度を計算する．　Discontinuityは、　inconsistency

が時間方向の ある幅の ウイ ン ドウ 内の 値 と比較 した際に 極大値

を とる フ レ
ー

ム に おい て 1 に な る．つ ま り，あ る フ レームに お

い て ，ウ イ ン ドウ内で inconsistencyが 極 大 値を と るな ら ば，

discontinuityを 1 とし，そ うで な けれ ば 0 とす る．

　最後 に，シ ョッ ト間の類似度を求め る．1つ の シ ョ ッ トは複数

の 特徴点軌跡 に よ っ て 表 され るた め，まず，軌跡間の 類似度を

求 め る．軌 跡 間の 類似度は，discontinuityが 1 に なるフ レ
ー

ム

の前後 w フ レーム にお い て，両 軌跡の inconsistency の 相関係

数を 計算 して 求める．この w フ レーム は，discontinUityを求

める際の ウイ ン ドウ とは独 立 で ある．そ して，計算された 全て

の 相 関係 数 の 平均値を 軌跡間の 類似度 と して 定 義す る．i番 目

の シ ョ ッ ト Slが ni 本 の 軌跡 写 （ゴ＝1，…，nP を持つ と する

と，2 つ の 軌跡 鯉 と 弯 の 間の 類似度 Sim （貿ll踏）は式 （4），

（5）の よ うに 計算 され る．な お説明 の簡 略化の た め，こ こ で は

軌跡 の イ ン デッ クス を 省略す る．

Sim（Ti　llT2；T ）ニ

E］、
　D ・ NCC （・（t；・T ・），・（t−・T ；・T2）；t

− w
，
t＋ ” ）

Σ，
d（t；T ・）＋ d（卜 τ ；切

NCC （・（t；乃 ），・（‘；T2）；孟・，オ・）；

　　Σ：≧，
、（・（t；T ・）一碕 ）（・（診；T2）一祠

層 （c（t；T ・）
一
澗

2

Σ（・（t・・T ・）一祠
2

（4）

（5）

図 8　映像 の 明 る さが 異 な る同
一

シ ーン 例

α ，βを それ ぞれシ ョ ッ トも し くは軌跡 とす る と，Sim （α llβ）は

α とβの 類似度を表 す．T は 時間 的なオフセ ッ トを示す．同
一

シ
ー

ン は，放 送 さ れ る 部分が 各番組 に よ っ て 異 な る場合があ

る．よ っ て，そ の よ うな 時刻の ず れ を 吸 収 す る た めに ，オ フ

セ ッ トご とに 類似度 を 計算す る．こ こ で，d（tlT ）、　 c （tiT ）は

各々軌 跡
「T の t番 目 の フ レ

ーム に お け る discontinuityの 値

と軌跡 T の 孟番 目 の フ レ
ー

ム に お け る inconsistencyの 値を

示す，NCC （c （t；　Ti），c （t；　T ，）；tl，t2）は，　tl ≦ t ≦ t2 に お い て，

inconsistency　c （t；Tl），　 c（t；　T2）の 間の 正規化され た相 互 相関係

数で ある．また，c 〔Ti）は，　 c （t；　T ，）の 平均 である．

　以降，便宜 上，時 間 的 なオ フセ ッ ト 丁 を 省略する．式 （6）に

示 す よ う に，片方 の シ ョ ッ ト Sl 中の j番 目 の 軌 跡 TI と、も

う
一
方の シ ョ ッ トS2 との 類似度 Sim（Ti　1［S2）に は，軌跡 Tf に

対 して 類 似度が最 も高 い 軌跡 弯 の 類似度を 用い る．さ ら に，

式 （7）に 示 すよ うに ，シ ョッ ト Si に対す る シ ョッ ト82 の 類似

rc　Sim （S ，11S2）に は，式 （6）で計算さ れ た軌跡 とシ ョッ トの 類

似度 の高い 方か らρ％ の平均値を用い る．最後に，2 つ の シ ョ ッ

トS1 と 52 の 間の 類 似 度 Rf。 ce （Sl，S2）に は，式 （8）に 示す よ

うに，S1 対 す る S2 の 類似度 と S2 対 す る Sl の 類似度の 平均

値を用い る．

Sim （Tllls・）− m
評

Sim （Ti
「
11弯）

Sim （s ・1β2）＝　avg 　Sim（呼ll82）
　 　 　 　 　 　 　 tOP

ρ％

R・ace （S・，・・〉− 1（・im（S ・ ［IS・）・ … （S ・ll・・））

3．3．2　背景領 域 の 照合

（6）

（7）

（8）

　本 研 究 で は，背景 領域の 類似度 として ，色 ヒ ス トグ ラ ム 間

の 距離を 用い る．こ こ で 図 8 に 示 す よ うに，ニ ュ
ー

ス 映像は，

録 画 状 況 や各放送局の 規定に よ っ て 同
一

シ
ー

ン で も映像 の 明

る さ が 異な る 場 合 が あ る．こ の 明 る さ の 違 い に よ る検出漏れ

や誤検出 を避 け るため に，色 ヒ ス トグラ ム に は HSV 値 の 色 相

（H） と彩度 （S）の みを 用い る．まず，領域分 割 され た シ ョ ッ

トの 最初の フ レームか ら色相 と彩度を求め，2 次元 ヒ ス トグラ

ム を計算 す る．次 に，式 （9）に 示す よ うに，ヒ ス トグラ ム 間の

Bhattacharyya距離を 求め，1 か ら引 く こ とで背景 領域の 類似

度 Rbg を計算 す る．

… − 1 − 1一Σ：一、

画 ・u ） （9）

こ こ で ，p
（の ，　g

（U ） はそ れ ぞれ正 規化 ヒ ス トグラ ム に お け る u

番目の ビンの値 を表 し，m は ヒ ス トグラム の ビ ン 数で あ る．

　3 ．4 　個別照合結果の 統合

　人 物 領域 の 類 似 度 Rfaceと背景領域の 類似度 Rbg か ら，入 力
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表 1 実験 データ と して使 用 した放 送 局 と番 組，放 送 時刻

放送局 番組名 放送時刻

NHK 総合 ニ ュ
ー

ス 12：00 〜12 ：20

東海テ レ ビ FNN ス ピーク 11；30 〜ll；55

中京テ レ ビ NNN ス トレイ トニ ュ
ース 11：30 〜11：55

CBC テ レビ JNN ニ ュ
ース 11 ；30 〜11二55

メ〜テレ ANN ニ ュ
ース 11 ：45 〜12；00

シ ョ ッ ト s ，，sゴ 間 の 類 似 度　Rfu。i。 n を次 式 で計 算 す る．

Rf． 、i。 。 （Si，Sj）＝α R 正。ce （Si，Sゴ）＋ （1
一

α ）Rb。（Si，S」）（10）

こ こ で，α は 0 か ら 1 の 値 を とる重 み係 数 を表す．

　入 力シ ョ ッ トが複数の 場合，全 て の シ ョッ ト間で 類似度を 計

算する．そして ，シ ョ ッ ト間の 類似度が 最 も大 きい もの を 選 択

す る．ま た、入 力シ ョ ッ トに 同
一

シ
ー

ン が存在 しない 可能性が

あ るた め，類似度が し きい 値以上の もの を同一
シ
ー

ン と判 別 す

る．しきい 値は，線形判別分析法に よっ て決定 す る．

4， 実験 ・考察

　実 際 に放 送 され たニ ュ
ース 映 像 に本 手 法を適用 した実験 の 結

果 に つ い て 述べ る．

　4．1　実験用 データ

　本実験 では，入 力ニ ュ
ース 映像 と して，2011 年 12 月 9 日に

放送 さ れ た ニ ュ
ー

ス 映像を 使用 し た．使用 し た放送 局 と番 組，

放送時刻を 表 1 に示す，ま た，入力ニ ュ
ース 映 像 の フ レーム

レートは 29．97 ［frames！sec ］，解像度は 1
，
440　x 　1，

080 ［pixels］

で あっ た．これらの 映像か ら，人物を中心 に撮 影 してい る シ ョッ

トを 人 手 で 計 38 シ ョ ッ ト切 り出 した．こ の 38 シ ョ ッ トの うち，

同
一

シーン が存在する シ ョ ッ トは 24 シ ョッ ト，存在 しない シ ョッ

トは 14 シ ョッ トで あ っ た．なお，人物 領 域 は，同
一

シーン 検出

の 検出精度へ の 影響を排除する ため，全て 人手で 切 り出 した．

　4．2 実 験方 法

　提 案手 法 の 有効性 を 評 価す る た め，以 下の 手法 に よ る 同
一

シ
ー

ン 検出の 検出精度を比較 した．

提案手法 ： 入 力シ ョ ッ トを 人 物領域 と背景領域 に 分割 し，そ

れ ぞれ を 個別 に 照合 し，その 結果を統合 した．人 物 領域の 照 合

で は特 徴 点 の 不 均一性 パ ター
ン ［2］を用 い ，背景領域の 照合で

は色 ヒ ス トグラム特徴を用 い た．

比較手法 1 ： 入力シ ョッ トを 人物領域 と背景 領 域に分 割せ ず，

提案手法の 人物領域の照合で 用い る特徴を 用い て 照合 した．ま

た，入力映像 の 解像度 を 360x270 ［pixels】と した．これ は，

KLT トラ ッ カ に よ る特徴点抽出は，高 解 像 度 画像 を 入 力 し た

場合に長時間 かか っ て し まうためで ある．

比較手法 2 ： 入力シ ョ ッ トを 人物領域 と背景領 域に 分割せ ず，

色 ヒ ス トグラ ム特 徴 を用 い て照合 した．色 ヒ ス トグラ ム の 作り

方 と，色 ヒ ス トグラ ム 問の 距離の 計算方法は，提案手法の 背景

領域の 照合で 用い る方 法 と同 じ とした ，

比較手法 3 ： 入力シ ョ ッ トを人物領域と背景領域に 分割 し，人

物領域 の み を照合 し た．照合方法は，提 案 手 法の 人物 領 域 の 照

合方法と同 じ とした．

比較手法 4 ： 入力シ ョ ッ トを人 物領域 と背景領域に 分割 し，背

表 2 実 験 結 果

手法 領域 特徴 再現率 適合率 F 値

提案手法 人物領域＋ 背景領域 動き ＋色 0．790 ，760 、78

比較手法 1 全体 動 き 0．160 ．150 ．16

比較手法 2 全体 色 0．750 ．750 ．75

比較手法 3 人物領域 動き 0．330 ．340 ．34

比較手法 4 背景 領域 色 0，710 ．740 ．73

図 9 検出成功例

図 10　未 検 出 例

図 11 誤 検 出 例

景領域の み を照合 した．照合方法は，提案手法の 背景領域 の 照

合方法 と同 じと した，

　上記の 5 種類の 手法を 2 分割交叉 検定 に よ り評価した．具体

的に は，実験用 デ
ー

タセ ッ トを 2 つ に 分 け，各セ ッ トに つ き同

一
シ
ー

ン が存在す る シ ョ ッ トが 12 シ ョ ッ ト， 存在 しな い シ ョッ

トが 7 シ ョッ トとなる よ うに 手作業で 分けた．評価基準 と して

は，適 合 率，再 現 率，F 値 を調 べ た，

　4．3　実 験 結 果

　各手法に よ る実験結果の 適合率 と再現率，F 値の 平 均値 を

表 2 に示 す．また，図 9 に検出成功例を，図 10に未検出例を，

図 11 に 誤検出例を示す．全て の 手法を 比較す る と，提案手法

が適 合率，再現率，F 値の 平 均値 に 関 し て 最 も高 くな り，提案

手法の 有効 性 を確認で き た，

　4．4 　考　　 察

　未検出は，図 10 に示 した シ ョッ トの み で あっ た．こ れは，背

景 領域 に，人 物の 背広の 部分が含 まれ た ため，そ の 割 合 の 違い

に よっ て 色 ヒス トグラム が変化 し，類似 度が小 さ くな っ たた め

だと考え られ る．ま た誤検出は，全て 図 11に示したような同じ

場所だが異なる時刻に 撮影 したシ ョ ッ トで あっ た．こ れ は，背

景領域の 類似度が 高 くな り、人物領域の 類 似 度 の 影 響 が小 さ く

な っ た ため に起 きた と考 え られ る．
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図 12　同 じ撮影対象だ が撮影時刻の 異な る シ ョ ッ ト

　 ま た，比較手 法 1 と比較手法 3 か ら，人物の 動 きの 緩急を表

す特徴量 で あ る特 徴点 の不均
一
性パ ター

ン は，人物領域の み に

適用す る とよ り効果的である こ とが確認で き た，比較手法 1 と

比 較手法 3，つ ま り特徴点の 不均
一

性パ タ
ー

ン の み を 用 い た手

法は，表 2 に 示 す よ うに，ほか の 手 法 と比べ ，F 値の 平均値が

低か っ た．こ れは，実験に用 い たシ ョ ッ トの 長さがさ ま ざまで

あ っ た ため に，多 くの シ ョ ッ トが 短 い シ ョ ッ トに 対応付けられ

たため である．人物領域の 類 似 度 の 計 算 は，シ ョ ッ トの 時 間が

短い 方 に 合 わせ て 計算 され，一
方の シ ョ ッ トの 時間 が短い ほ ど，

照合 され る範囲が 短 くな る．つ ま り，同
一

シ
ー

ン で はない 時間

の 長い シ ョッ ト同士 は，人物の 動き の 緩急が異 な る部 分 が時 間

の 長 さの 分だけ 多 くな る が，長い シ ョ ッ トと 短い シ ョ ッ トで は，

異 な る部分 が 少 な くな り，その た め に類似度が大 き くな り，対

応付けられやすくなる．こ の よ うな 理 由で，誤対応が多 くな っ

たの だ と考 え られ る．ただ し，特徴点の 不均
一

性パ タ
ー

ン を用

い る 手法は，同 じ撮影対象 で異 な る イベ ン トを撮影 した 映像 を

見分 け る こ とが 目的で あ り，本実験で も，図 12 の よ うな同 じ

撮影対象だが撮影時刻の 異 な る シ ョ ッ トを見 分 け る こ とは で き

た．こ の よ うな特性を 活か すため に は，背景領域の 照合結果を

人物領域の 照合結果 を用 い て絞 り込 むな ど，人物領 域 と背景 領

域 の 照 合結果の 統合方法の 更 なる 工 夫が 必要 で ある．

　色 ヒ ス トグラム のみ を用 い る比 較手法 2 と比較手法 4 を比較

す る と，入力 シ ョ ッ トを人物領域 と背景領域に分割せ ずに照 合

す る比較手法 2 の 方 が，背 景領 域 の みを 用 い て 照合する 比較手

法 4 よ りも，F 値の 平均値が大 きか っ た，本実験 で は．人物 領

域を矩 形で 分割 して い るた めに ，人物領域 に も背景が含まれ る．

その ため，この 結果が，色 ヒス トグラム に よ る照合 に重 要な情

報が，人物領域の 人物部分に 含まれてい る からなの か，人物領

域の 背 景部分 に含 まれ て い るか らなの か，領 域 の 分割 方法を 変

化 させ る な ど して 調査する必要 が あ る．

5． む　す　び

　本稿 で は，ニ ュ
ー

ス 映像に お け る 人物領域 と 背景領域の 個別

照合に よ る同
一

シーン 検出手 法 を提 案 した．また，提案手法の

有効性 を確認するために ，実際に 放送され たニ ュ
ース 映像か ら

の 同
一

シー
ン 検出を行 っ た．

　提案手法では，撮 影 視点 の 違 い を解 決 す るた め に，映像を 人

物領域 と背景領域に 分割 し，そ れ ぞれ の 領域を撮 影 視点 の 違 い

に頑 健 な特 徴を 用い て 照合 し，その 結果を統合 して 同
一

シ
ー

ン

を検出す る．人物領域 と背景領域に分 割す る こ とに よ り，そ れ

ぞれ の 領域が 互 い に 影響さ れず，独立 して照 合され る よ うに 工

夫 した．人物領域の 照合に は，人物の 動きの 緩急を表す特徴点

の 不均
一

性パ タ
ー

ン を用い た．人物の 動き は撮影視点の 違い に

影響 を受 けに くい た め，こ れ に よ り撮影視点の 違い に 頑健な 対

応付けが可能 となる．ま た，人物 の 動 き の緩急 の み で は，動き

の 緩急は似て い るが、映像的な見た目が大きく異なる映像は 区

別で きない ．そ こ で，背 景 領 域 に は，色 ヒス トグラ ム特徴を 用

い た．こ の特徴 は，撮影視点の 違い に頑 健 で あ り，映像 的 な見

た 目が 大 き く異な る 映像 を区 別す る こ と が で きる．

　提案手法 の 有 効 性 を確認する ため に，実際の ニ ュ
ー

ス 映像を

用い た 同
一

シ
ー

ン 検出実験を 行っ た．比較手法 は，映像 の 領域

分 割 を行 う場合 と行わ ない 場合，特徴点の 不均
一

性パ ターン の

み を 用 い る場合 と色 ヒ ス トグラ ム特徴の みを用い る場合を 組み

合わせ た 4 通 りの 手法 と した．そ の結果，提案手法の精度が最

も高 く，提 案手法の 有効性が確認で きた．今後は、最適な個別

照 合結 果 の 統 合 方 法や 領 域 分割 方 法 の 検討を して い く．
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